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奈
良
県
立
医
大
に
早
大
生
が
編
入

校
友
会
大
阪
府
支
部
の

み
な
さ
ま

日
ご
ろ
は
当
支
部
の
活

動
、
運
営
に
ご
協
力
と
ご

理
解
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

早
稲
田
の
校
友
会
は
、

大
学
・
大
学
院
を
卒
業
・

修
了
し
た
方
々
、
い
わ
ゆ

る
卒
業
生
全
員
で
つ
く
る

組
織
で
、
海
外
も
含
め
59

万
人
が
会
員
で
す
。
大
阪

府
支
部
は
、
そ
の
中
で
大

阪
府
内
に
在
住
、
在
勤
の

方
、
さ
ら
に
過
去
に
在

住
、
在
勤
さ
れ
た
方
を
会

員
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
約
８
０
０
０
人
を

数
え
ま
す
。
大
学
の
校
友

会
本
部
と
連
携
し
な
が

ら
、
み
な
さ
ま
相
互
の
親

奈
良
医
大
は
昨
年
秋
、
基
礎

医
学
・
社
会
医
学
系
の
研
究
医

養
成
コ
ー
ス
を
新
設
。
一
般
公

募
の
選
抜
で
早
大
の
先
進
理
工

学
部
の
男
子
学
生
２
人
が
編
入

学
。
今
年
度
は
、
早
稲
田
と
奈

良
医
大
の
５
年
に
及
ぶ
連
携
の

一
環
と
し
て
早
稲
田
の
先
進
理

工
学
部
の
学
生
か
ら
選
抜
す
る

こ
と
に
し
、
さ
ら
に
２
人
の
編

入
学
が
決
ま
っ
た
。

こ
の
９
月
に
入
っ
た
の
は
、

池
田
智
代
子
さ
ん
と
細
田
千
裕

さ
ん
で
、
先
進
理
工
学
部
生
命

医
学
科
３
年
か
ら
奈
良
医
大
の

２
年
に
編
入
し
た
。
昨
年
編
入

学
し
た
の
は
、
朝
比
奈
諒
君
と

三
須
政
康
君
。

そ
も
そ
も
早
稲
田
と
奈
良
医

大
は
２
０
０
８
年
12
月
に
連
携

協
力
の
協
定
を
結
び
、
09
年
に

は
早
稲
田
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
奈
良
医
大
が
参
加
し

奈
良
県
立
医
大
（
橿
原
市
）
で
９
月
24
日
、
早
稲
田
の
先
進
理
工
学
部
か
ら
奈
良
医
大
へ

編
入
学
し
た
学
生
２
人
の
入
学
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
２
人
は
早
稲
田
を
離
れ
、
医
大
生
と

し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

睦
を
進
め
、
大

学
の
事
業
を
支

援
し
、
地
域
社

会
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い

ま
す
。

毎
年
11
月
に

総
長
を
お
招
き

し
て
支
部
総
会
を
開
催
し

て
い
る
ほ
か
、
伝
統
あ
る

関
西
の
演
劇
文
化
振
興
の

た
め
の
鑑
賞
会
や
親
睦
ゴ

ル
フ
大
会
な
ど
を
企
画
。

大
学
の
系
属
校
の
早
稲
田

摂
陵
中
・
高
校
（
茨
木
市
）

と
の
交
流
も
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
大
阪
早
稲
田

倶
楽
部
や
地
域
・
職
域
な

ど
の
稲
門
会
と
の
連
携
・

交
流
も
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
み
な
さ
ま
の
ご
意

見
や
お
考
え
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
活
動

を
充
実
さ
せ
、
多
く
の
み

な
さ
ま
に
親
し
ま
れ
、
愛

さ
れ
る
支
部
に
し
て
い
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

て
、「
早
稲
田
に
奈
良
県
立
医

大
？
」
と
受
験
生
を
驚
か
せ

た
。
10
年
８
月
に
は
、
早
稲
田

の
オ
ー
プ
ン
教
育
セ
ン
タ
ー
に

両
大
学
連
携
の
「
先
端
放
射
線

医
療
工
学
」
講
座
を
開
設
。
早

稲
田
の
学
生
７
人
、
奈
良
医
大

の
学
生
17
人
が
参
加
し
、
両
大

学
の
教
授
ら
に
よ
る
講
義
を
受

け
た
。
そ
の
後
も
早
稲
田
、
奈

良
医
大
で
交
互
に
特
別
講
座
が

開
か
れ
て
き
た
。

校
友
会
大
阪
府
支
部
が
主
催

す
る
第
４
回
ゴ
ル
フ
大
会
が
９

月
７
日
、
西
宮
市
の
読
売
ゴ
ル

フ
場
で
開
催
さ
れ
、
21
組
81
人

が
参
加
し
た
。
３
年
前
か
ら
こ

の
時
期
に
開
催
し
て
お
り
、
今

回
は
校
友
だ
け
で
な
く
同
志

社
、
慶
応
、
関
西
大
の
校
友
の

方
も
参
加
。
女
性
の
参
加
も
初

め
て
で
、
３
人
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
た
ほ
か
、
ご
夫
婦
や
親
子
で

の
出
場
も
初
め
て
あ
り
、
な
ご

や
か
な
コ
ン
ペ
と
な
っ
た
。

大
学
ゴ
ル
フ
部
出
身
の
達
人

か
ら
ク
ラ
ブ
を
握
っ
て
か
ら
浅

い
人
ま
で
が
親
睦
の
名
の
も
と

に
集
い
、
グ
リ
ー
ン
の
上
で
さ

わ
や
か
な
一
日
を
過
ご
す
大

会
。
表
彰
式
ま
で
の
待
ち
時
間

を
少
な
く
す
る
た
め
、
読
売
ゴ

ル
フ
場
の
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
、
ウ
エ
ス
ト
コ
ー
ス
の
２
つ

の
コ
ー
ス
を
使
い
、
ダ
ブ
ル
ぺ

リ
ア
方
式
で
競
っ
た
。

優
勝
し
た
の
は
、
グ
ロ
ス

93
、
ネ
ッ
ト
71
・
４
の
南
仁
秀

さ
ん
（
昭
和
56
年
理
工
）。
こ

れ
ま
で
大
阪
早
稲
田
倶
楽
部
が

企
画
し
た
コ
ン
ペ
で
、
あ
と
一

歩
の
と
こ
ろ
で
優
勝
を
何
度
か

ま
た
、
奈
良
医
大
の
学
生
の

研
究
実
習
を
早
稲
田
で
も
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
、
先
進
理
工

学
部
の
医
用
生
体
工
学
・
生
体

材
料
学
、
生
命
医
工
学
の
研
究

室
で
実
施
さ
れ
た
。
さ
ら
に
人

工
臓
器
、
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
の
第

一
人
者
で
あ
る
早
稲
田
理
工
学

術
院
教
授
に
よ
る
臨
床
医
学
ア

ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
も
奈
良
医
大

生
向
け
に
開
講
さ
れ
た
。

昨
年
の
２
人
を
含
め
、
研
究

逃
し
て
い
る
だ
け
に
喜
び
も
ひ

と
し
お
。
⻆
和
夫
・
支
部
長
か

ら
優
勝
カ
ッ
プ
を
贈
ら
れ
、「
や

っ
と
杯
を
手
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
良
い
パ
ー
ト
ナ
ー

に
も
恵
ま
れ
、
き
ょ
う
は
最
高

で
す
」
と
笑
顔
い
っ
ぱ
い
だ
っ

た
。大

会
に
は
、
今
年
も
校
友
ら

か
ら
多
く
の

協
賛
商
品
が

寄
せ
ら
れ

た
。
グ
リ
コ

の
お
楽
し
み

セ
ッ
ト
や
ホ

テ
ル
ラ
・
ス

イ
ー
ト
神
戸

ハ
ー
バ
ー
ラ

ン
ド
の
宿
泊

券
、
大
阪
新

阪
急
ホ
テ
ル

の
食
事
券
、

百
貨
店
の
商

品
券
、
住
江

織
物
の
玄
関

マ
ッ
ト
、
エ

デ
ィ
オ
ン
提

供
の
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
、

テ
ー
ブ
ル
マ

医
養
成
コ
ー
ス
に
入
っ
た
学
生

は
奈
良
医
大
を
卒
業
後
、
早
稲

田
や
奈
良
医
大
な
ど
の
大
学
院

博
士
課
程
に
進
学
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
医
師
免
許
を
持

っ
た
研
究
者
と
し
て
生
命
医
科

学
な
ど
の
分
野
で
活
躍
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

24
日
の
入
学
式
に
臨
ん
だ

池
田
さ
ん
と
細
田
さ
ん
は
、
奈

良
医
大
の
吉
岡
章
学
長
に
「
優

秀
な
人
材
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
当
大
学
と
し
て
も
と
て
も

喜
ば
し
い
。
し
っ
か
り
勉
学
に

い
そ
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
励

ま
さ
れ
、
晴
れ
や
か
な
面
持
ち

だ
っ
た
。

一
方
、
奈
良
医
大
に
は
人
工

血
液
の
研
究
を
進
め
る
酒
井
宏

水
教
授
、
住
居
医
学
が
専
門
の

遊
佐
敏
彦
助
教
を
早
稲
田
か
ら

迎
え
て
お
り
、
奈
良
医
大
に
早

稲
田
あ
り
の
様
相
を
見
せ
て
い

る
。両

大
学
の
連
携
を
推
進
し
て

い
る
細
井
裕
司
・
奈
良
医
大
教

授
は
「
早
稲
田
大
学
の
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
理
工
学
系
や
歴
史
と

伝
統
あ
る
人
文
・
社
会
学
系
の

知
識
と
技
術
が
奈
良
医
大
の
最

先
端
の
医
学
と
融
合
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
新
し
い
医
学
・
医

療
分
野
の
開
拓
を
行
う
こ
と
が

狙
い
で
す
」
と
話
し
て
い
る
。

ー
ク
の
カ
ッ
プ
麺
、
ミ
ズ
ノ
、

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
、
ダ
ン
ロ
ッ
プ

の
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
な
ど
が
上
位

入
賞
者
や
飛
び
賞
、
特
別
賞
の

人
に
贈
ら
れ
、
歓
声
が
上
が
っ

た
。準

優
勝
は
小
西
康
仁
さ
ん

（
昭
和
52
年
商
）。
ベ
ス
ト
グ
ロ

ス
賞
は
75
で
回
っ
た
稲
部
勝
博

さ
ん
（
昭
和
60
年
商
）
で
、
同

志
社
大
商
学
部
校
友
会
・
樹
徳

会
か
ら
い
た
だ
い
た
松
茸
を
ゲ

ッ
ト
し
た
。

支
部
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

盛
大
に

盛
大
に

第
４
回 

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

第
４
回 

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

早稲田大学校友会
大阪府支部　支部長

⻆　和夫

⻆
支
部
長
（
右
）
か
ら
優
勝
杯
を
贈
ら
れ
、

笑
顔
の
南
さ
ん

入
学
式
で
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
る
池
田
さ
ん
。

左
か
ら
２
人
目
は
細
田
さ
ん
。
右
は
吉
岡
学
長

奈
良
医
大
と
の
連
携
で
集
ま
っ
た
早
稲
田
出
身
の
学
生
、
教
授
ら
（
左

か
ら
酒
井
、
細
井
、
吉
岡
、
池
田
、
細
田
、
三
須
、
朝
比
奈
、
遊
佐
各
氏
）
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日　時   ：平成 25 年 11 月 15 日（金） 16：30 ～
会　場   ：大阪新阪急ホテル

校友会大阪府支部総会

第一部 早稲田摂陵高ウインドバンドＯＧ「みつばち会」吹奏楽演奏　16：30 ～
第二部 地域交流フォーラム講演会　　鎌田薫総長／本間敬之教授　17：00 ～
第三部 校友会大阪府支部総会　18：30 ～
第四部 懇親会　19：30 ～
第五部 二次会　21：00 ～

※会費　懇親会 8,000 円、二次会 3,000 円（演奏会、講演会、総会の参加は無料）

　

校
友
会
大
阪
府
支
部
の
平
成

24
年
度
定
期
総
会
は
昨
年
11
月

１
日
、
大
阪
新
阪
急
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。
大
学
本
部
か
ら

鎌
田
薫
総
長
ら
を
迎
え
、
約
１

６
０
人
の
校
友
ら
が
出
席
し

た
。

　

総
会
に
先
だ
ち
、
ロ
ン
ド
ン

五
輪
の
男
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

で
決
勝
５
位
に
輝
い
た
江
里
口

匡
史
選
手
（
平
成
23
年
ス
ポ
ー

ツ
科
学
部
卒
、
大
阪
ガ
ス
）
の

報
告
会
が
あ
り
、
早
稲
田
で
学

ん
だ
４
年
間
が
大
き
な
力
に
な

っ
た
こ
と
や
次
の
リ
オ
五
輪
に

向
け
て
全
力
を
尽
く
す
こ
と
な

ど
を
熱
弁
。
拍
手
喝
采
を
浴
び

た
。
続
い
て
早
稲
田
摂
陵
高
吹

奏
楽
コ
ー
ス
の
ウ
イ
ン
ド
バ
ン

ド
の
Ｏ
Ｇ
で
つ
く
る
「
み
つ
ば

新
春
の
文
楽
鑑
賞
会
が
1

月
12
日
、
日
本
橋
の
国
立
文

楽
劇
場
で
開
か
れ
た
。
校
友

会
大
阪
府
支
部
と
大
阪
早
稲

田
倶
楽
部
の
主
催
で
今
回
で

３
回
目
。
参
加
は
77
人
を
数

え
、
す
っ
か
り
定
着
し
た
。

公
演
鑑
賞
に
先
立
ち
、
文
楽

の
裏
舞
台
を
知
る
特
別
企
画

と
し
て
人
形
と
三
味
線
に
つ

い
て
の
解
説
会
も
開
か
れ
た
。

解
説
会
で
は
、
吉
田
清
五

郎
さ
ん
が
顔
の
表
情
や
手
足

の
動
か
し
方

な
ど
を
人
形

を
手
に
実

演
。
所
作
ひ

と
つ
で
喜
怒

哀
楽
を
表
現

す
る
人
形
の

奥
深
さ
を
わ

か
り
や
す
く

説
明
し
た
。

三
味
線
は
竹

澤
宗
助
さ
ん
が
他
の
三
味
線

と
の
違
い
や
音
の
醸
し
出
す

ち
会
」
の
演
奏
が
あ
り
、
校
友

だ
け
で
な
く
こ
の
日
開
催
の
早

大
地
域
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参

昭
和
45
年
（
１
９
７
０
年
）

に
日
本
人
と
し
て
初
め
て
エ
ベ

レ
ス
ト
山
（
８
８
４
８
ｍ
）
登

頂
に
成
功
し
た
松
浦
輝
夫
さ
ん

（
79
歳
）（
昭
和
32
年
教
育
卒
、

山
岳
部
Ｏ
Ｂ
、
大
阪
市
西
区
在

住
）
の
講
演
会
が
昨
年
11
月
10

日
、早
稲
田
摂
陵
高
（
茨
木
市
）

で
開
か
れ
、
同
校
生
徒
や
稲
門

の
校
友
、
地
域
の
人
た
ち
約
６

０
０
人
が
聴
講
し
た
。

松
浦
さ
ん
は
大
阪
市
出
身

で
、
昭
和
45
年
、
日
本
山
岳
エ

ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
に
参
加
し
、

植
村
直
己
隊
員
と
と
も
に
登
頂

に
成
功
し
た
。
昭
和
56
年
に
は

早
稲
田
大
学
Ｋ
２
（
８
６
１
１

ｍ
）
登
山
隊
の
隊
長
を
務
め
、

２
人
の
隊
員
が
初
登
頂
を
成
し

遂
げ
た
。

こ
の
日
は
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

か
ら
得
た
も
の
」
と
題
し
、
今

と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の

重
装
備
と
未
開
拓
の
ル
ー
ト
の

な
か
、
国
の
威
信
を
か
け
て
頂

上
を
目
指
し
た
こ
と
を
熱
っ
ぽ

く
語
っ
た
。
氷
と
岩
の
極
限
の

世
界
へ
の
挑
戦
は
多
く
の
人
の

力
が
結
集
で
き
て
こ
そ
実
現
で

き
た
こ
と
を
強
調
。「
頂
上
に

達
し
た
と
き
は
感
激
と
同
時
に

支
え
て
く
れ
た
仲
間
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ

た
」と
42
年
前
を
振
り
返
っ
た
。

生
徒
た
ち
は
挑
戦
す
る
気
概
と

仲
間
を
信
頼
し
、
支
え
合
う
素

晴
ら
し
さ
を
講
演
か
ら
学
ん
だ

よ
う
だ
。

今
回
の
講
演
会
は
、
地
域
へ

の
貢
献
、
社
会
へ
の
発
信
を
活

動
の
一
つ
に
掲
げ
る
校
友
会
大

阪
府
支
部
の
事
業
の
一
環
で
、

同
校
と
の
共
催
で
企
画
。
同
校

は
早
摂
公
開
講
座
と
位
置
づ

け
、
地
域
の
人
た
ち
に
広
く
参

加
を
呼
び
掛
け
た
。

	

ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
の
活
躍
を
振
り
返
る
江
里
口
選
手
（
右
）

講
演
す
る
鎌
田
総
長

講
演
す
る
松
浦
さ
ん

24
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度 
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友
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度 
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友
会
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会

ロ
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弁
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出
場
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江
里
口
選
手
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弁

　

大
阪
早
稲
田
倶
楽
部
の
倶
楽
部
祭

が
４
月
６
日
、
大
阪
市
中
央
区
の
玉

造
稲
荷
神
社
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

校
友
会
大
阪
府
支
部
と
の
共
催
。
家

族
も
含
め
て
54
人
が
参
加
し
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

　

４
月
の
第
一
土
曜
開
催
の
恒
例
イ

ベ
ン
ト
。今
年
は
桜
の
開
花
が
早
く
、

こ
の
日
は
ち
ょ
っ
と
咲
き
遅
れ
た
花

が
ち
ら
ほ
ら
。
そ
の
風
情
も
、
こ
の

日
吹
き
荒
れ
た
風
雨
の
激
し
い
「
爆

弾
低
気
圧
」
が
吹
き
飛
ば
し
そ
う
だ

っ
た
が
、
外
は
嵐
で
も
、
中
は
稲
門

の
熱
気
が
い
っ
ぱ
い
。
人
見
亨
会
長

（
昭
和
45
年
理
工
）
は
「
生
憎
の
お

大阪早稲田倶楽部と校友会大阪府支部の合同
新年会が１月12日、上本町のシェラトン都ホ
テル大阪で開かれ、88人が参加した。冒頭、
挨拶に立った⻆和夫・校友会大阪府支部長は「安
倍新政権で景気浮揚の機運が高まり、輝かしい
新年を迎えられました。関西も稲門のみなさん
もいっそう良い年でありますように」と抱負を
述べ、野村公平・倶楽部理事長の音頭で乾杯し
た。
着物姿の艶やかな女性も先輩らとにこやかに
歓談。新年にふさわしい華やいだ雰囲気に包ま
れた。人見亨・倶楽部会長の中締め挨拶のあと、
恒例の校歌斉唱でお開きとなったが、続いてホ
テル内のバーに移り、名残りが尽きなかった。

天
気
で
す
が
、
新
し
い
仲
間
を
迎
え

て
い
っ
そ
う
楽
し
く
に
ぎ
や
か
に
親

睦
を
深
め
ま
し
ょ
う
」と
あ
い
さ
つ
。

歓
談
の
輪
が
広
が
っ
た
。

　

春
と
秋
の
２
回
開
い
て
い
る
新
人

歓
迎
会
も
兼
ね
た
開
催
で
、
奥
様
や

子
供
さ
ん
も
参
加
さ
れ
、
な
ご
や
か

な
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
た
。
平
成
卒
の

若
い
方
が
大
半
だ
が
、
昭
和
32
年
卒

の
松
本
明
さ
ん
も
仲
間
に
。
松
本
さ

ん
は
人
気
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
裸
の
大

将
」
を
手
掛
け
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

で
も
あ
る
。
入
会
さ
れ
た
方
は
、
会

員
の
紹
介
だ
け
で
な
く
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
見
て
入
ら
れ
た
方
な
ど
様
々

で
、白
原
早
織
さ
ん（
平
成
11
年
人
間

科
学
）は「
都
の
西
北
の
校
歌
を
歌
い

た
く
て
入
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
」

と
あ
い
さ
つ
し
て
喝
采
を
浴
び
た
。

玉造稲荷神社の拝殿前で記念写真。お伊勢参りの起点となる神社だ

校歌斉唱に熱い血がたぎる

 

文
楽
鑑
賞
会

新
春
恒
例

新
春
恒
例

加
の
一
般
の
方
々
を
楽
し
ま
せ

た
。

　

こ
の
あ
と
、鎌
田
総
長
が「
い

ま
伝
え
た
い
、
早
稲
田
の
力
」

と
題
し
て
講
演
。
20
年
後
の
創

立
１
５
０
周
年
に
向
け
て
新
た

な
ビ
ジ
ョ
ン
で
早
稲
田
の
力
を

つ
け
て
い
く
こ
と
を
話
さ
れ

た
。

エ
ベ
レ
ス
ト
初
登
頂
の

エ
ベ
レ
ス
ト
初
登
頂
の

松
浦
さ
ん
講
演

松
浦
さ
ん
講
演

情
感
な
ど
に
つ
い
て
実
演
を

ま
じ
え
て
話
し
た
。

ベテランの技で人形を操る

合同新年会

にぎやかに
早稲田倶楽部祭早稲田倶楽部祭


